
羅滋鰯i鵜i雑
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・
0
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も

松
代
町
の
皆
々
様

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す

松
代
町
長

秋
山

曙
　
乍

牙
　
　
2
T

　
昨
年
は
、
町
の
総
合
計
画
及
び
上
越

広
域
市
町
村
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
、

町
道
（
橋
梁
）
改
良
事
業
を
始
め
と
し

昭
和
四
十
五
年
よ
り
継
続
し
た
農
道
舗

装
事
業
の
完
了
、
県
（
町
）
単
並
び
に

農
免
農
道
、
林
道
、
集
落
開
発
セ
ン
タ

ー
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
簡
易
水
道
第

一
年
次
事
業
の
着
工
、
内
職
セ
ソ
タ
ー

の
建
設
に
加
え
て
例
年
に
な
い
全
町
に

わ
た
る
干
害
復
旧
対
策
等
、
或
は
当
町

に
お
け
る
公
共
事
業
と
し
て
道
路
整
備

防
雪
、
災
害
、
地
辻
り
、
通
常
砂
防
に

つ
い
て
約
十
三
億
余
円
の
事
業
が
実
施

さ
れ
て
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
国
道
も
田

沢
、
名
ケ
山
、
儀
明
方
面
に
燧
道
工
事

が
、
ま
た
北
越
北
線
の
工
事
も
全
線
着

工
の
運
び
と
な
り
ま
し
て
、
私
達
の
多

年
に
わ
た
る
夢
が
こ
こ
に
実
現
に
む
か

え
つ
つ
あ
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
れ
を
「
松
代
町
の
夜
明
け

」
で
あ
り
「
雪
の
カ
ー
テ
ン
」
が
取
除

、》、

か
れ
る
始
め

で
あ
る
と
申

し
上
げ
た
こ

と
を
記
憶
し

て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
が

　
　
の
な
　
　
の
ヤ
ト
　
　
て
コ
　
ロ

こ
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て

こ
ら
れ
ま
し

た
の
は
、
偏

え
に
町
民
皆

々
様
の
絶
大

な
る
ご
理
解

を
い
た
だ
い

た
こ
と
と
、

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
積
極
ご
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
田
中
改
造
内
閣
も
発
足
し
、
臨

時
国
会
で
新
年
度
の
諸
施
策
が
審
議
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で

あ
り
ま
し
て
、
連
日
、
報
導
さ
れ
て
い

る
私
達
の
生
活
に
関
連
す
る
諸
種
の
事

項
を
考
察
し
ま
す
と
き
最
近
の
内
外
に

お
け
る
経
済
情
勢
の
き
び
し
い
推
移
に

か
ん
が
み
、
県
の
仕
事
も
ま
た
第
一
線

の
私
達
の
町
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
つ

い
て
も
、
各
方
面
か
ら
制
約
を
う
け
て

財
政
の
執
行
の
繰
延
べ
や
公
共
事
業
の

新
規
発
注
の
中
止
、
建
築
投
資
の
抑
制

ま
た
、
町
が
地
方
賃
を
財
源
と
す
る
事

業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
繰
延
べ
や
中
止

或
は
零
細
な
る
補
助
金
支
出
の
中
止
等

々
が
予
想
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
町
財
政
の
お
か
れ
て

い
る
環
境
は
厳
し
く
、
体
質
改
善
を
迫

行
　
　
館
平
番

発
　
　
民
　
　
－

日
号
公
昭
o

m
O
町
　
3

瑚
7
黙
代

年
－
郡
関
松

岨
第
城

和
　
頸
長
話

昭
　
　
　
東
館
電

印刷松代印刷所

ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
町
の
特

種
性
を
生
か
す
た
め
に
必
要
な
単
独
事

業
の
予
算
に
占
め
る
割
合
は
減
る
と
み

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
情

勢
の
中
で
町
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
視
野
に
た
っ
て
皆
様
の
ご
期
待
に
応

え
て
ゆ
く
べ
き
か
誠
に
至
難
な
年
を
迎

え
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
全
国
の
ど
の
市
町
村
も
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
私
達
の
町
も
昭
和
四
十

四
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
っ
て

町
の
基
本
構
想
を
作
り
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
事
業
を
実
施
し
て
お
る
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
自
身
が
三
年
前

に
全
国
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
施
行

し
て
い
る
も
の
と
同
じ
い
も
の
な
の
で

あ
り
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
戦
後
始
め

て
の
困
難
な
経
済
情
勢
の
中
で
、
私
達

の
町
の
未
来
像
を
画
く
に
当
っ
て
は
、

具
体
的
な
資
料
も
当
然
で
あ
り
ま
し
よ

う
が
、
皆
さ
ん
の
側
に
立
っ
て
更
に
進

ん
で
科
学
性
が
問
わ
れ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
づ
始
め
に
計
画
施
策
と
財
政
の
調
和

が
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

　
町
の
基
本
構
想
は
「
憲
章
」
で
は
な

い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
町

の
姿
を
築
き
上
げ
る
町
造
り
は
、
全
町

民
の
創
意
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

よ
り
、
皆
様
の
生
活
に
正
し
て
役
立
つ

た
め
の
熱
意
か
ら
発
し
た
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
に
立
つ
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
激
動
し
て
い
る
経
済
情
勢
下
に
遭
遇

し
、
か
っ
て
な
い
き
び
し
い
年
を
迎
え

て
、
私
は
轍
鮒
の
急
を
克
服
す
る
気
迫

を
も
っ
て
町
政
の
執
行
に
当
り
た
い
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
豪
雪
厳
寒
の
折
柄
、
町
民
皆
々
様
の

ご
健
康
を
切
に
祈
り
、
本
年
も
一
層
の

ご
理
解
を
賜
り
、
更
に
格
段
な
る
ご
協

力
と
ご
指
導
を
仰
ぎ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（1）



（2）

0
8
9
0

第
4
回
定
例
会

（
弼
・
12

・
13
～
1
4
　
開
催
）

議
第
1
号
　
松
代
町
議
会
議
員
の
報
酬

　
　
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
に
つ
い
て
。
　
（
議
会
議
員
の
報
酬

　
　
月
額
改
正
、
議
長
四
万
二
千
円
を

　
　
五
万
五
千
円
に
。
副
議
長
三
万
円

　
　
を
四
万
円
に
。
議
員
二
万
七
千
円

　
　
を
三
万
五
千
円
に
。
4
9
・
1
・
1

　
　
施
行
。
）

議
第
2
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
の

　
　
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
（
特
別
職
の
給
料
月
額
改
正
、
町

　
　
長
一
八
万
三
千
円
を
二
二
万
円
に

　
　
助
役
一
五
万
円
を
一
七
万
六
千
円

　
　
に
。
収
入
役
一
四
万
円
を
一
六
万

　
　
七
干
円
に
。
49
・
1
・
1
施
行
。

　
　
）

議
第
3
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教
育

　
　
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

　
　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
教
育
長

　
　
の
給
料
月
額
改
正
、
一
一
万
八
千

　
　
円
を
一
四
万
三
千
円
に
。
4
9
・
1

　
　
・
1
施
行
。
）

議
第
4
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

　
　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
人
事
院

　
　
勧
告
に
も
と
づ
き
、
弼
・
4
・
1

　
　
に
さ
か
の
ぽ
り
、
給
料
、
諸
手
当

　
　
π
扶
養
手
当
・
住
居
手
当
・
通
勤

　
　
手
当
π
の
改
正
と
。
狛
・
－
・
1

　
　
か
ら
宿
日
直
手
当
を
改
正
し
た
も

　
　
の
。
）

議
第
5
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
　
数
の
増
減
お
よ
び
規
約
の
変
更
に

　
　
つ
い
て
。

議
第
6
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
　
体
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変

　
　
更
に
つ
い
て
。

　
　
（
議
第
5
・
6
号
説
明
省
略
）

議
第
7
号
　
照
和
48
年
度
松
代
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

（
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
十
億

三
一
七
万
二
千
円
に
。
そ
れ
ぞ
れ

一
、
六
九
九
万
六
千
円
を
追
加
し

総
額
を
、
十
億
二
、
〇
一
六
万
八

千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
訳
、

歳
入
酵
地
方
交
付
税
一
、
五
八
八

万
四
千
円
・
小
型
雪
上
車
設
置
県

補
助
四
五
万
円
・
農
林
業
費
生
産

組
織
育
成
対
策
事
業
県
補
助
三
一

万
二
千
円
・
ブ
ル
ド
ー
ザ
：
一
台

売
払
収
入
＝
二
〇
万
円
・
帰
省
パ

ス
乗
車
料
金
五
〇
万
円
・
給
食
冷

凍
車
購
入
補
助
金
減
（
国
）
△
一
六

〇
万
円
。
（
県
）
△
二
〇
万
円
。

歳
出
π
給
与
改
定
所
要
額
、
議
会

議
員
特
別
職
分
八
九
万
四
千
円
・

一
般
職
員
分
一
、
八
六
七
万
四
千

円
。
財
政
調
整
基
金
積
立
二
三
四

万
八
千
円
・
町
有
施
設
積
立
一
四

九
万
八
千
円
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
代
四
四
万
一
千
円
・
帰

省
パ
ス
借
上
六
〇
万
円
・
農
林
業

生
産
組
織
育
成
対
策
四
五
万
六
千

円
．
国
県
道
工
事
負
担
金
三
八
三

万
円
・
融
雪
施
設
維
持
運
営
費
三

五
万
円
・
橋
梁
除
却
工
事
費
五
〇

万
円
・
上
越
地
区
消
防
事
務
組
合

負
担
金
一
八
三
万
六
千
円
・
雪
上

車
圧
雪
車
運
転
者
賃
金
六
一
万
六

千
円
・
学
校
営
繕
工
事
費
五
〇
万

円
。
以
下
減
額
・
雪
上
車
借
上
負

担
金
△
五
八
万
六
千
円
・
道
路
新

設
改
良
工
事
費
△
一
五
〇
万
円
・

全
補
償
費
△
七
〇
万
円
・
橋
梁
新

設
改
良
工
事
費
△
二
〇
〇
万
円
・

給
食
用
冷
凍
庫
購
入
費
△
二
〇
〇

万
円
・
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
費
△

　
　
五
〇
万
円
・
予
備
費
△
六
九
〇
万

　
　
三
千
円
。
）

議
第
8
号
　
昭
和
48
年
度
松
代
町
国
民

　
　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（

　
　
第
2
号
）

　
　
（
国
保
勘
定
π
追
加
額
一
一
二
万

　
　
八
千
円
「
追
加
後
の
予
算
総
額
二
“

　
　
億
一
七
一
万
五
千
円
。
診
療
施
設

　
　
勘
定
∬
追
加
額
一
三
三
万
七
千
円

　
　
追
加
後
の
予
算
総
額
二
、
一
三
一

　
　
万
七
千
円
。

　
　
内
訳
π
国
保
勘
定
歳
入
は
繰
越
金

　
　
・
歳
出
は
職
員
給
与
改
定
に
要
す

　
　
る
も
の
。
診
療
施
設
勘
定
歳
入
は

　
　
診
療
収
入
と
繰
越
金
・
歳
出
は
職

　
　
員
給
与
改
定
に
委
す
る
も
の
。
）

議
第
9
号
　
昭
和
4
8
年
度
松
代
町
簡
易

　
　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（

　
　
第
3
号
）

　
　
（
追
加
額
な
し
、
職
員
給
与
改
定

　
　
に
要
す
る
経
費
四
九
万
七
千
円
を

　
　
予
備
費
か
ら
補
正
。
）

議
第
1
0
号
　
昭
和
弼
年
度
松
代
町
農
業

　
　
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
等
（

　
　
第
3
号
）

　
　
（
追
加
額
二
五
八
万
八
千
円
、
追

　
　
加
後
の
予
算
総
額
三
、
三
＝
一
万

　
　
九
千
円
。

　
　
内
訳
．
歳
入
π
家
畜
死
廃
保
険
金

　
　
お
よ
び
診
療
収
入
七
五
万
四
千
円

　
　
事
業
収
益
受
取
補
助
金
（
国
と
八

　
　
三
万
四
千
円
。

　
　
歳
出
甜
家
畜
死
廃
共
済
金
お
よ
び

　
　
診
療
手
当
七
五
万
四
千
円
・
職
員

　
　
給
与
改
定
に
要
す
る
経
費
一
八
三

　
’
万
四
千
円
。
）

、
皇
ご
．
く
．
・
－
．
．
‘
。
｛
ξ
．
く
ご
．
｛
．
’
、
．
・
、
～
、
ご
～
、
‘
・
｛
ご
・
ご

第
4
回
臨
時
会

議
第
1
号
　
議
会
議
員
の
昭
和
48
年
度

　
　
に
お
け
る
期
末
手
当
の
割
合
等
の

　
　
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
い
て
。

議
第
2
号
　
松
代
町
職
員
の
（
以
下
第

　
　
1
号
と
同
じ
。
）

　
　
（
昭
和
4
8
年
度
に
限
り
期
末
手
当

　
　
の
支
給
率
を
、
1
2
月
支
給
一
〇
〇

　
　
分
ノ
ニ
○
○
を
一
〇
〇
分
ノ
ニ
三

　
　
〇
に
、
3
月
支
給
一
〇
〇
分
ノ
五

　
　
〇
を
一
〇
〇
分
ノ
ニ
○
に
改
正
し

（
4
8
・
犯
・
27
　
開
催
）

　
　
た
も
の
。
）

議
第
3
号
昭
和
48
年
度
松
代
町
一
般

　
　
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

　
　
（
追
加
額
五
六
〇
万
円
「
追
加
後

　
　
の
予
算
総
額
十
億
二
、
五
七
六
万

　
　
八
千
円
。
主
な
内
訳
・
歳
入
酵
町

　
　
債
五
六
〇
万
円
。
歳
出
H
予
備
費

　
　
五
六
〇
万
円
－
財
源
内
訳
－
地
方

　
　
債
と
一
般
財
源
の
振
替
補
正
で
あ

　
　
る
◎
）



鱗蔽、

”
生
徒
の
美
挙
”
奴
奈
川
中
学
校

　
奴
奈
川
中
学
校
（
校
長
山
岸
宏
）

の
生
徒
達
は
、
火
災
で
焼
失
し
た
校
舎

を
立
派
に
新
築
し
て
い
た
だ
い
て
非
常

に
嬉
れ
し
か
っ
た
の
で
、
こ
の
喜
び
を

何
か
の
か
た
ち
で
社
会
の
皆
さ
ん
方
に

お
礼
を
し
た
い
と
相
談
し
た
結
果
、
日

頃
健
康
診
断
や
病
気
等
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
診
療
所
の
除
雪
を
す
る
こ
と

で
相
談
が
ま
と
ま
り
、
こ
の
度
数
人
で

診
療
所
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
て
関

係
者
を
感
心
さ
せ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
雪
お
ろ
し
を
し
て
ほ
っ
と

し
て
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん
）

畠
爵
》
◆
◆
9
◆
◆
書
‡
§
‡
美
◆
◆
き

　
り
少
年
卓
球
サ

く
V
新
年

　
　
～
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
大
会

｝
し
㌔

　
　
㎡
　
新
年
を
迎
え
て
の
正
月
休
み

楽
笈
楽
し
く
簾
的
写
ご
す
こ

　
　
㎡
と
を
目
的
に
、
松
代
地
区
の
少

を
消
年
を
対
象
と
し
、
一
月
五
β
総

年
麟
雛
射
蓼
劇
惣
耕

新　
　
し

　
　
ザ
し
ま
し
た
。

　
　
ご

　
　
る

　
　
｝
　
チ
ー
ム
億
五
人
一
組
、
女
子

二
名
男
子
三
名
の
編
成
で
、
小
学
校
は

六
チ
ー
ム
、
中
学
校
は
四
チ
：
ム
の
出

場
、
応
援
も
含
め
て
約
6
0
人
参
集
、
元

気
い
っ
ば
い
楽
し
く
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
　
成
績
は
次
の
と
お
り
。

圏
小
学
校
の
部3

誰
（
写
真
は
新
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
大
会
）

第
二
分
団

優
　
　
勝

3

二
　
分
　
団

22

三
　
分
　
団

（
二
位
）

2

2

（
三
位
）

四
　
分
　
団

34

（
参
加
賞
）
三
・
四
・
八
分
団

五
　
分
　
団

3

六
　
分
　
団

八
　
分
　
団

戸
籍
の
窓
口
か
ら

▲
十
二
月
受
付
分
（
受
付
順
）

蒜
っ
こ
ん
瀦

お
め
で
ζ
つ
鱈
衡

関
谷
昌
平
・
斉
木
ハ
ル

永
井
　
泰
・
小
野
塚
良
子

鍵験小
堺
美
佐
子
馨
ミ
讐
女

山
岸

柳高
橋

池
田

剛
馨
婁
男

智
子
竪
ル
轡
女

千
秋
難
廊
委

由
美
縫

お
く
や
み

（
死
亡
）

鈴
木
　
清
平

小
林
　
タ
イ

山
岸
　
米
作

小
堺
貞
太
郎

牧
田
　
正
則

（
松
代
）

（
室
野
）

（
蓬
平
）

（
蒲
生
）

（
松
代
）

（
莇
平
）

　
　
㌻
女
（
田
饗
）

七
八
才

八
四
〃

八
九
〃

八
二
〃

四
五
〃

（
松
代
）

（
蒲
生
）

俸
（
〃
）

（
儀
明
）

（
峠
）

蓄
6
？
』
董
1

圏
中
学
校
の
部

太平
菅刈
分団．

第2

分団

3
分
団

小荒戸

分　団
勝
点

順
位

太　　平』

菅刈分団 4 4 5 3 優勝

第2分団 1 4 5 2 2位

第3分団 1 1 5 1 3位・

小荒戸
分　　団 O O O O 参加賞

⑧



1｝　麗鎌礎霧触轡｝“酬押“舳「ふう．せん通信」県教委実施資料か筋一一一一1
1描ちやは、子どもの成長発達を助ける大切な糧（かて）です．

1しかし・すべてのおもちやが役立つとは限らず、有害なものさ
1えあります・創造力や情操が豊かな子になるかどうかは、おも
1ちやの選び方や与え方にその鍵があるのです。

ご　選ぶ時は、①発達段階にふさわしいもの、②全身運動、考え
1る力などいろいろな能力を伸ばすもの、③くふうして遊べるも

の

1んなど）を与えることもよいことです・

・　　　　　　　いろいろな能力とおもちやとの関係
　，主として伸ばされる面　　　　　　　　　　　　　2　　　　歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　歳

庭
i繍懸蝶嬢鍔灘轍撫鰍1臨1鍵論離講襲1慧擁購、蕪鼎慧1

　　　知っておきたいとっさの手当　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　（応急処置）　　　　～
急を要するとつさの手当について知つておきましよう。　　　　1

　1・火傷一①どんなやけどの場合でも、まず水で10～15分間》
冷やすこと（熱傷のひろがるのを防ぐ）。②次に靴下やタィッ　1

等を鋏で切つてぬがせる（傷の部分の皮膚も一緒にはがれるこ　～

1傷あと傷の治癒を妨げる）・一）．清潔な取り扱いをする・⑤水泡がで1
ξきた時は、医師の治療を受けた方が無難。⑥大火傷の場合は、水で冷やす》
1一方・救急車を呼び患部を清潔な布で被い、毛布で全身を包んで運ぶ。　　｝

1　2．異物ののみこみ一のみこんだ物とのみこんだ場所によって緊急性l

lはちがうが・①のどにつまつた場合は・赤ん坊では足をもつてさかさま1
㌔にし・幼児の場合は頭を下にして抱き・ひとさし指と中指をのどの奥に入l
lれて舌の根の所をおさえるとのみこんだ物を大てい吐き出す。②それで～
1もとれず呼吸困難やせきこむ時は異枷ミ気管にはいつたのだから救急車でl

l耳鼻科のある病院に運ぽなければならない・　　　　　　　　　　　　　　｝

｝　3・頭部打僕の場合一意識を失つたり、泣かない時はもちろんだが、　《
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
‘頭を激しく打つた時は、脳部の受診が必要である。　　　　　　　　・
ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
～　　新潟県保育専門学院講師仁木コト　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1こす）・ロ）傷にさわつたり、水泡の皮をはいだりしない（化膿の危険、　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

全身運動や手足の運動

組立て、くふうするヵ

創造力や物をみる能力

リズムヘの関心芝表現
話す能力

知識・想像・憶操．

友達と仲よく遊ぶ能力

筋道をたてて考える力

三輪車・すべり台’・ 椅子
ぶらんこ・ボーノヒ（大2．

一箱積禾。トンカ手

クレヨン・マジツフペソ
画用紙・色紙・鉛筆
声を出す人形
卓上ピアノ・たいこ・笛．

写真集・のりもQ・動物
ブール・ビニール動物（大）
すべり台・．ぬいく溢、塁

木製トラツク・ミニカー二
連結汽車・ゼンマイ車物

三輪車・自動車・輪投げ
ぶらんこ・参一ル・お手玉
トンカチ積木・ブ・ツク積木

砂遊び道具・水遊び道具
はさみ・のり・粘土
電話機・話す人形
ドラム・ハンドカスタ・木琴
絵本・簡革な物語5そンガ

ままごと道具・電話機
、カール人形・抱き人形

ピクチヤーバズル・電池玩
具・フリクシヨンのりもの

放送日 テ　　　　ー　　　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
1月27日（日） 子どもはかぜの子（風の子） 子どもの冬の健康管理、とくに風邪とは何かをとりあげる。

2月3日（日） ことばのひろがり 藷麓縫鵬探ち鷺藩響達する・幼驕流行
2月10日（日） ともだち力訪ましい

生活環境によつて友だちが多い少ないということがある。都市部の子
どもと農村部の子どもの友だち遊びから農村部にスポットを当てる。

2月17日（日） ぼくのことも考えてよ
喬れもダメ、これもダメではこどもにとっては理解できない。母親
が子どものことをどう理解してやったらよいのだろうか。子どもか
らの言い分をとりあげる。

2月24臼（日） 赤ちやんといっしよ 第2子誕生をまえにして、おにいちやん、おねえちやんになるため
の意識をうえつける。

　　　　　　　県立新潟女子短期大学講師高原哲雄

v》｝》㌦｝町の家庭教育学級⑨は2月15日13時からですく子供とおやつ・実習＞総合センターで｝〉～＾幽＾♂v｝v㌔、｝～～＾画一，．、》煽～㌦＿》。，、〉、＾｝

一鴇雛熊鰹驚轡鷺編I－．放送毎．．曜，．前，，＿，．，，享韓蟻藤輪羅あ
な
た
の
寄
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

り
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

v
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

ソ
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

り
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五

邸
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月

ン
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

郷
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

冊
で
す
。

閏
○
○
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

腿
い
し
ま
す
。

陣
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

』
指
示
下
さ
い
。

か
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

継
ま
つ
だ
い
係
へ
。

怖
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

O

）4（



↑書道教室風景

←お茶の会風景

嵐ぎ
～

．
凡
い

乎
．
’
8

支
芸
鰹

俳
　
句

柳
　
静
水

ヨ
の
　
じ
　
　
　
コ
し
ロ
ド
ロ
　
ロ
コ

㎝
松
代
書
道
教
三

l
O
－
8
1
0
1
旧
8
9
ー
一
－

　
結
成
の
話
が
で
た
の
は
郵
年
の
秋
、

数
度
の
準
備
会
を
経
て
、
48
年
－
月
1
0

日
に
発
足
、
盛
大
に
発
会
式
（
席
書
大

会
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
毎

週
土
曜
日
の
昼
夜
（
午
後
小
学
校
の
部

・
夜
中
学
校
高
校
一
般
の
部
）
町
総
合

セ
ン
タ
ー
で
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

満
一
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
と
し
て

1
月
⑱
日
～
1
9
日
の
2
日
間
会
員
作
品

の
書
道
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
書
道
教
室
の
目
的
は
『
書
に
し
た
し

み
自
力
を
伸
し
、
書
友
相
互
の
親
睦
を

は
か
る
』
こ
と
で
あ
り
、
日
本
習
字
連

盟
に
加
入
し
毎
月
作
品
を
提
出
し
検
定

を
受
け
る
ほ
か
、
た
な
ば
た
・
書
初
競

書
大
会
に
出
品
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の

文
化
祭
等
書
展
に
出
品
協
力
い
た
し
ま

す
。

　
会
長
は
室
岡
雅
山
（
松
栄
館
主
人
）

事
務
局
は
樋
口
滴
水
（
風
月
堂
主
人
）

で
、
講
師
は
町
出
身
の
在
町
の
先
生
・

有
志
の
方
十
数
名
か
ら
、
無
報
酬
で
当

神
燈
や
格
天
井
に
七
五
三
の
影

元
日
を
風
邪
の
子
と
居
る
炬
燵
か
な

初
日
の
出
神
鼓
と
う
と
う
鳴
り
ひ
び
く

初
風
呂
の
一
人
に
広
き
湯
槽
か
な

結
初
の
ま
ぶ
し
き
鏡
の
ぞ
き
け
り

初
空
と
な
り
た
る
星
の
光
り
か
な

追
羽
子
や
節
面
白
く
歌
え
継
ぐ

初
日
い
ま
の
ぼ
り
山
相
あ
ら
た
ま
る

粗
朶
は
ね
る
音
は
ず
ま
せ
て
初
か
ま
ど

分
校
の
丘
賑
わ
い
ぬ
さ
い
の
神

番
を
決
め
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
会
員
は
、
成
人
二
六
名
・
児
童
生
徒

七
八
名
計
一
〇
四
名
で
す
。
会
費
は
半

年
分
成
人
は
一
、
三
〇
〇
円
児
童
生
徒

は
七
五
〇
円
で
全
額
教
本
代
金
で
す
。

会
の
運
営
は
町
の
助
成
と
有
志
寄
付
金

で
し
て
い
ま
す
。

㎜
会
一
、
目
的

㎜
　
　
　
　
　
茶
の
礼
儀
を
学
び
、

ロ

㎜
　
　
皿
　
　
　
心
を
豊
か
に
す
る
。

㎜
の
㎜
二
、
講
師

㎜
　
　
㎜
　
　
　
本
山
祖
道
氏
（
長
命

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
　
柵
　
　
　
寺
住
職
）

㎜
茶
㎜
三
・
発
会

ロ
　
　
　
　
　
ロ

．
　
　
㎜
　
　
　
昭
和
47
年
9
月
6
日

お
㎜
円
学
習

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
第
－
～
第
4
木

　
　
　
曜
日
よ
る
、
於
・
町
総
合
セ
ン

　
　
　
タ
ー

五
、
会
員
　
二
三
名
（
全
員
女
子
）

六
、
会
費
　
月
額
五
〇
円
（
他
に
町
助

　
　
　
　
成
・
寄
付
金
あ
り
）

七
、
協
力
　
町
文
化
祭
に
総
合
セ
ン
タ

　
　
　
　
：
に
於
て
茶
会
を
開
催
、
有

　
　
　
　
志
を
招
待
、
腕
前
披
露
。

八
、
会
長
・
事
務
局

　
　
会
　
長
　
若
井
ユ
キ
イ
（
主
婦
）

　
　
事
務
局
　
柳
　
　
キ
ノ
（
教
員
・

　
　
　
　
　
　
主
婦
）

　5（



（6）

年
賀
状
で
1

住
所
録
の
整
理
を
…

　
　
郵
便
番
号
も
確
か
め
て

　
日
ご
ろ
疎
遠
な
間
柄
で
も
、
年
賀
状

を
交
換
し
て
消
息
を
確
か
め
合
う
の
は

楽
し
い
も
の
で
す
が
、
年
賀
状
を
受
け

取
ら
れ
た
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
住
所
録

を
整
理
し
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
住
居
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
新
住
居
表

示
の
実
施
に
よ
っ
て
町
名
や
、
番
地
が

変
わ
っ
て
い
る
地
域
や
、
新
し
く
集
配

郵
便
局
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
郵
便
番

号
が
変
わ
っ
て
い
る
地
域
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
整
理
を
す
る
際
に
は
郵
便
番
号

に
も
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
住
所
録
を
つ
く
っ
て
な
い
御
家
庭
は

こ
の
際
つ
く
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ

う
か
、
ノ
ー
ト
な
ど
に
ア
イ
ゥ
エ
ォ
順

と
か
、
イ
ロ
ハ
順
に
見
出
し
を
つ
け
て

幅
の
口
◎
3
ゆ
φ
．
◎
：
一
．
噺
ら
曝
φ
9
9
り
3
ゆ
ψ
．
飾
一
・
．
．
◎
3
．
：
◎
。
9
φ
．
◎
3
。
．
◎
◎
．
・
φ
．
◎
◎
、
φ
φ
亀
・
●
，
φ
．
．
・
胃

一∵”σ・吃ら’σの9らら●’・鞭らち’・・◆’』㌔・も“ψρも・』oら筋ら’cψ・もも％・らら●％・凸り事◎’∂ごσ・・％““％6ら』％∂も凸警驚・、．見㌧“’電り“∂σ一凸7恥じ・・‘5奪㌧％」も㌧し‘。F重“‘∂噂ら”σ1㌧・㌧σ．し”4，私らり‘。bも

’
ち

ゆ

1　　節電に深いご理解をおよせください
も

ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北電力株式会社十日町営業所

、　　すでにご承知のように、最近の石油情勢は、価格の急騰に加え産油国の原

き　油供給量の大巾削減にまで発展しております。

〉　　とくに・石油を主たる発電用燃料（総発電容量の約70％が火力発電所）と
ゆ

～　して使用しております電気事業にとつて極めて深刻な問題であります。
つ

ご　各ご家庭におかれましてIJ・逐使用個所㊤消灯・電気機器㊤効率堕用り徹底

1　により・使用電力の節減にご協力を賜わりますようお願い申し上げます。
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も
つ
く
れ
ま
す
し
、
年
賀
状
を
そ
の
ま

ま
、
親
せ
き
別
や
商
用
先
別
に
分
け
て

年
賀
状
の
す
み
を
リ
ン
グ
な
ど
で
つ
づ

る
だ
け
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
お
取
換
え
し
ま
す

　
　
　
書
き
損
じ
た
は
が
き
類

　
郵
便
は
が
き
や
ミ
ニ
レ
タ
ー
な
ど
を

書
き
損
じ
た
り
、
印
刷
を
誤
っ
た
り
し

た
と
き
は
、
お
取
り
換
え
い
た
し
ま
す

手
数
料
は
一
枚
に
つ
き
次
の
と
お
り
で

す
。

　
通
常
は
が
き
・
往
復
は
が
き
の
往
信

部
ま
た
は
返
信
部
の
み
・
小
包
は
が
き

は
二
円
。
往
復
は
が
き
・
ミ
ニ
レ
タ
ー

は
四
円
。
外
国
郵
便
は
が
き
は
五
円
。

航
空
書
簡
（
エ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
十
円
。

な
お
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
以
前
に
発

行
さ
れ
た
「
簡
易
て
が
み
」
は
交
換
で

き
ま
せ
ん
。

〃
”
電
話
線
は

　
　
そ
こ
に
も
あ
り
ま
す
〃

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意
を
〃

　
電
話
線
は
農
集
電
話
が
普
及
し
ど
の

家
庭
に
も
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
く
大
雪
の
シ
：
ズ
ン
に
な
り

ま
す
、
こ
れ
か
ら
二
ヶ
月
雪
お
ろ
し
の

と
き
は
電
話
線
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。

①
屋
根
に
あ
が
っ
た
ら
電
話
の
引
込
線

　
を
確
認
し
、
投
雪
に
よ
り
切
ら
な
い

　
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
話
線
（
引
込
線
）
が
雪
に
埋
没
し

　
な
い
よ
う
支
え
て
保
護
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
　
　
　
（
安
塚
電
報
電
話
局
）

9
0
一
■
層
冒
1
ー
■
■
o
日
巳
－
醒
ー
5
働
■
1
■
一
唇
ー
■
o
．
0
6
薩
暦
1

離鐸書初作品を巡回中です1臨罵：

　
昭
和
犯
年
度
の
町
書
初
展
覧

会
は
、
1
月
1
8
・
1
9
日
の
2
日

間
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
終
了
後
小
学
校
児
童

．
中
学
校
生
徒
の
作
品
を
次
の

と
お
り
巡
回
致
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
出
向
き
ご

観
覧
下
さ
い
。
な
お
念
の
た
め

観
覧
さ
れ
る
と
き
は
学
校
へ
照

会
く
だ
さ
い
。

1
月
23
～
鍛
日
孟
地
中
小
学
校

－
月
2
6
～
2
8

1
月
3
0
～
鋭

2
月
2
～
4

2
月
6
～
7

2
月
9
～
1
2

2
月
14
～
1
5

2
月
18
～
19

清
水
　
〃

桐
山
　
〃

北
山
小
学
校

蒲
生
　
〃

室
野
　
〃

奴
奈
川
中
学
校

峠
小
学
校

9
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一
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i広報「まつだい」を

i　　　出稼先へ
i　この広報を読み終つたら、

iふるさとのニユースを待ちわ

iびる、出稼先の夫や父や子へ

i送って上げて下さい。
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困
つ
て
い
ま
す
〃
”

　
　
　
犬
の
放
し
飼
い
　
醜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

最
近
犬
の
放
し
飼
い
湾
だ
ち
享
．
放
し
飼
嵐
，

に
よ
る
人
畜
等
の
被
害
が
依
然
と
し
て
絶
え
ず
、
住

民
が
困
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
次
の
こ
と
を
か
た
く
お
守
り

下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
①
常
時
け
い
留
…
…
犬
は
常
に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
②
捨
て
犬
禁
止
…
…
犬
が
不
要
に
な
っ
た
ら
捨
て
る
前
に
衛
生

　
　
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
③
飼
い
犬
に
避
妊
手
術
を
…
…
子
が
必
要
で
な
い
場
合
は
避
妊

　
　
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
飼
い
主
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
正
し
く
犬
を
飼
っ
て
下
さ
い
。

乏
　
㌧《


